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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。 

２．売上高には消費税等は含まれておりません。 

３．当第１四半期累計期間及び第51期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。また、前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

  

 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第51期 

第１四半期 
累計期間 

第52期 
第１四半期 
累計期間 

第51期 

会計期間 

自平成24年 
４月１日 

至平成24年 
６月30日 

自平成25年 
４月１日 

至平成25年 
６月30日 

自平成24年 
４月１日 

至平成25年 
３月31日 

売上高（千円）  395,616  386,736  1,691,833

経常損失（千円）  44,866  20,340  621

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円） 
 △33,439  26,140  45,175

持分法を適用した場合の投資利益 

（千円） 
 －  －  －

資本金（千円）  925,750  925,750  925,750

発行済株式総数（千株）  5,000  5,000  5,000

純資産額（千円）  6,632,341  6,858,993  6,831,196

総資産額（千円）  7,497,341  7,593,399  7,541,529

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円） 

 △8.32  6.59  11.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

１株当たり配当額（円）  －  －  5

自己資本比率（％）  88.5  90.3  90.6

２【事業の内容】
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 当第１四半期累計期間において、事業等のリスクについて、重要な変更はありません。 

  

 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。 

（１）業績の状況 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、下げ止まりの兆しが見られるものの、欧州における債務危機や

中国をはじめとする新興国経済の成長も鈍化傾向が続いておりました。一方、米国では雇用環境の改善などから

景気回復の動きが見られました。また、日本においても金融政策による株高・円安傾向等により輸出関連企業に

は明るい材料も見えてきました。  

 スクリーン印刷用製版業界におきましては、主要な顧客である電子部品・デバイス業界においては、スマート

フォンやタブレット端末の需要増加により民生用電子機器の業界では出荷額が増加傾向にありますが、国内出荷

額への増加には至っていない状況にあり、厳しい状況が続いております。  

 このような状況のもと、当社におきましては、引き続き生産設備の稼働率向上、高精度製品の安定生産、売上

高の拡大、経費の見直しに取り組んでまいりましたが、十分な成果に至りませんでした。売上高につきまして

は、製品売上高３億47百万円（前年同期比 7.0％減）、商品売上高39百万円（前年同期比 80.7％増）となり、売

上高合計３億86百万円（前年同期比 2.2％減）となりました。 

 利益面におきましては、営業損失19百万円（前年同期 営業損失37百万円）、経常損失20百万円（前年同期 経

常損失44百万円）、四半期純利益26百万円（前年同期 四半期純損失33百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 ①スクリーンマスク 

 当セグメントにおきましては、受動部品用や接続部品用の売上が低調だったため、売上高２億82百万円（前年

同期比 7.0％減）、セグメント利益59百万円（前年同期比 3.2％減）となりました。 

 ②フォトマスク 

 当セグメントにおきましては、大型フォトマスクの売上が低調だったため、売上高65百万円（前年同期比 

7.4％減）、セグメント利益については７百万円（前年同期比 10.1％減）となりました。 

 ③その他 

 当セグメントにおきましては、印刷機等の売上が好調だったため、売上高39百万円（前年同期比 80.7％増）、

セグメント利益５百万円（前年同期比 18.0％増）となりました。 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（３）研究開発活動 

 当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、12百万円であります。 

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 当社を取り巻く事業環境は非常に厳しく、スクリーン印刷用製版業界でも競争が激化し、値下げの圧力は、前

事業年度に引き続き強くなっております。 

 当社は、顧客の要求する高精度な製品をより効率的に生産・販売ができるように取り組んでまいります。 

 また、電機業界では、大手家電メーカーの薄型テレビからの撤退が続いておりますが、小型電子部品等の製造

に使用される製品の開発を行ってまいります。 

 当社といたしましてはこれらの状況を踏まえ、これまでに導入した設備の稼働率を高め、高精度な製品の安定

供給を行ってまいります。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

該当事項はありません。   

該当事項はありません。   

 該当事項はありません。 

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  12,936,000

計  12,936,000

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成25年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成25年８月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  5,000,000  5,000,000

東京証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード）  

単元株式数 100株

計  5,000,000  5,000,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（千株） 

発行済株式総
数残高 

（千株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成25年４月１日～ 

 平成25年６月30日 
 －  5,000  －  925,750  －  1,405,550

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】 

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）含まれて

おります。 

②【自己株式等】 

  

 該当事項はありません。  

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

普通株式    1,035,000
－ － 

完全議決権株式（その他） 普通株式    3,963,400  39,634 － 

単元未満株式 普通株式      1,600 － － 

発行済株式数     5,000,000 － － 

総株主の議決権 －  39,634 － 

  平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

株式会社ソノコム 
東京都目黒区目黒本

町二丁目15番10号 
1,035,000  －  1,035,000  20.7

計 － 1,035,000  －  1,035,000  20.7

２【役員の状況】
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１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。  

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。 

  

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。  

第４【経理の状況】
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,224,478 1,209,283

受取手形及び売掛金 ※  424,657 ※  450,927

有価証券 1,567,894 1,592,615

商品及び製品 4,949 4,080

仕掛品 35,710 49,686

原材料及び貯蔵品 47,277 49,429

その他 20,750 39,484

貸倒引当金 △1,826 △1,938

流動資産合計 3,323,892 3,393,568

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 863,307 849,815

機械及び装置（純額） 261,275 238,401

土地 1,586,056 1,586,056

その他（純額） 35,204 32,606

有形固定資産合計 2,745,843 2,706,880

無形固定資産 5,038 4,753

投資その他の資産   

投資有価証券 1,204,735 1,224,355

その他 262,019 263,842

投資その他の資産合計 1,466,754 1,488,197

固定資産合計 4,217,637 4,199,831

資産合計 7,541,529 7,593,399

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※  167,598 ※  174,347

未払法人税等 9,651 5,347

引当金 9,377 17,697

その他 ※  103,480 114,327

流動負債合計 290,107 311,719

固定負債   

退職給付引当金 45,383 46,017

役員退職慰労引当金 349,811 339,743

繰延税金負債 25,029 36,925

固定負債合計 420,224 422,686

負債合計 710,332 734,406

純資産の部   

株主資本   

資本金 925,750 925,750

資本剰余金 1,405,550 1,405,550

利益剰余金 5,110,920 5,117,236

自己株式 △656,224 △656,224

株主資本合計 6,785,996 6,792,312

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 45,200 66,680

評価・換算差額等合計 45,200 66,680

純資産合計 6,831,196 6,858,993

負債純資産合計 7,541,529 7,593,399
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（２）【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 395,616 386,736

売上原価 321,395 304,544

売上総利益 74,221 82,192

販売費及び一般管理費 111,896 101,808

営業損失（△） △37,675 △19,615

営業外収益   

受取利息 3,794 8,595

為替差益 － 2,759

その他 1,820 427

営業外収益合計 5,614 11,782

営業外費用   

為替差損 12,679 －

有価証券償還損 － 9,965

固定資産除却損 － 2,540

その他 126 0

営業外費用合計 12,805 12,506

経常損失（△） △44,866 △20,340

特別利益   

受取弁済金 13,492 47,630

特別利益合計 13,492 47,630

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △31,374 27,290

法人税、住民税及び事業税 2,065 1,150

法人税等合計 2,065 1,150

四半期純利益又は四半期純損失（△） △33,439 26,140
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 ※四半期会計期間末日満期手形 

  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末

日残高に含まれております。 

  

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

（注）前第１四半期累計期間及び当第１四半期累計期間におけるのれんの償却額はありません。  

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

配当金支払額 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

配当金支払額 

 該当事項はありません。 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

  
前事業年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期会計期間 

（平成25年６月30日） 

受取手形 千円 6,762 千円 4,381

支払手形 千円 46,034 千円 22,348

流動負債 その他 千円 346 千円 －

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期累計期間 

（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日） 

減価償却費 千円 47,201 千円 36,707

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日 

定時株主総会 
普通株式 20,199  5 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日 

定時株主総会 
普通株式 19,824  5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金 

（持分法損益等）

2013/08/14 14:01:0313929762_第１四半期報告書_20130814140045

- 8 -



Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スクリーン印刷用資機

材」等を含んでおります。  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

  

報告セグメント その他 

（注） 
合計 

スクリーンマスク フォトマスク 計 

売上高  

外部顧客への売上高  

セグメント間の内部売上高

又は振替高  

  

 

  

303,254

－

  

  

   

70,731

－

  

   

   

373,986

－

  

    

   

21,630

－

  

   

   

395,616

－

計   303,254    70,731    373,986    21,630    395,616

セグメント利益   61,650    8,041    69,691    4,529    74,221

  （単位：千円）

利益又は損失 金額  

報告セグメント計  

「その他」の区分の利益  

全社費用（注）  

   

   

   

69,691

4,529

△111,896

四半期損益計算書の営業損失（△）    △37,675
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Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スクリーン印刷用資機

材」等を含んでおります。  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

  （単位：千円）

  

  

報告セグメント その他 

（注） 
合計 

スクリーンマスク フォトマスク 計 

売上高  

外部顧客への売上高  

セグメント間の内部売上高

又は振替高  

  

 

  

282,174

－

  

  

   

65,469

－

  

   

   

347,644

－

  

    

   

39,092

－

  

   

   

386,736

－

計   282,174    65,469    347,644    39,092    386,736

セグメント利益   59,685    7,232    66,918    5,344    72,262

  （単位：千円）

利益又は損失 金額  

報告セグメント計  

「その他」の区分の利益  

全社費用（注）  

   

   

   

66,918

5,344

△91,878

四半期損益計算書の営業損失（△）    △19,615
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 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 （注）当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。また、前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１

株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第１四半期累計期間 

（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△） 
円 銭 △8 32 円 銭 6 59

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円） 
 △33,439  26,140

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円） 
 △33,439  26,140

普通株式の期中平均株式数（千株）  4,020  3,964

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソノコ

ムの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第52期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

四半期財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任  

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソノコムの平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

利害関係  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 
  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年８月12日

株式会社ソノコム 

取締役会 御中 

監査法人 和宏事務所 

  
代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士 髙木 快雄  印 

  
代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士 大嶋  豊   印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

       ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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